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第56回新潟 内 分 泌 代 謝 同好 会

日 時 平成3年11月2【二†仁王1

午後2時開会

会 場 東映ナナ′L

2階 衆鷺の問

Ⅰ. 一 般 演 題

1)妊娠後期に高脂血症,肝 炎.鰍尿病性 J,-卜
II'シ ト -シ罠を合併 した 1例

善場 元芙･八木 勝宏
高木 顕 ･田中 直史
山m 彬 (新潟市艮病院)

2)ラ成島過形成症のi例

五十嵐 修･高沢 哲也
山田 幸弔 (信楽園病院内科1

∴ 三 ㌦ ● .l ･.

症例は72才女性.主訴は意漁消失.家族歴には特記事

項なく,既往歴では約1()ir:1粧しり蔵_【fniflこて近医を受診.

現病歴では∴平成3年4月26ト1.豊27円に意識消失発作

の肥満を認める他は異常所見はなく､検査所見ては血糖

値が 36mg■dlI-_低値を示 した.入院後施行 した絶食

試験では [ンス[)ン.:血糖値比は,0.25以 f･.の高値を

示 し,また whippleの3徴を示 したため (ン1りノーー

てを疑---)た.経妓経肝門脈採血において件休部での (ン

スリンのステップアップを認め,イソリノ-マの診断の

もとに.6日10rl郭Lli術を施行するも術中腫壕は同定で

きず.揮体尾部切除を施行した.切除標本を検討 したと

ころ,腫壕はなくぴまん性のラ氏島の過成形を認めた.

以上よi)本症例は高[ソスリン血症性低血糖の約6%を

占めると言われるごりモ島過形成症の 1例であると考えt-)

Ilた.

3)低 HDL-C血症糖尿病患者における HI)し-

e低 F因子の頻度およびその関与度に/-)い

て

岩原由美子 ･渡辺 栄吉
梶井由美子 ･佐藤美代子
横山 和子 ･柄沢 則子 (倍楽園病院栄養科)
高沢 哲也･山田 幸男 ( 同 内科)

【日的】糖尿病患者の死因として,動脈硬化性疾患が

多くを占め.その対応として IIT)lJが重要である.よ

り I-IDLICLT)低下作用の大きい田子を明1､-)かにして､

それを改善する目的で.低下因子iこ一一いて検討 した.

【対象と方法】平成2年の当院受診糖射Iiir患 各88こi人中,

低 HDL-ヾ し10mg:.dll十Fー1の395人 (男2▲1･1人,女151

人)を対象に,T.G.喫煙たどと Hl)L cをL-/)いて検

討した.【結果 ･考案】低下【甘子中,男性で(L緑も′rG 血

症苦 L≧2OOrngdllL7)8l.790が Ill_)し{:/10廿f-ど,

≧8.()Oo一日')順であ･').女刊:/ぐは低 T.chol血症 1(≠190,

βイttI.メ-I)-.-83.30｡､ イtlイこトー′L72.lob.高 ′rG

血症58.20d､肥満､LftL瞭不良~FT･U)順であ-､た.中でも

高 TG 血症,肥満.喫鳳 血枇不良在だが大きく閲Ej-

してし､るL')千, 一般生活指導を前視して改善をはかる必

要があるLと考える.

41_i-_ントt･_りンと妊娠性高l加 I･:症

一 L･L･ 工 ∵ ∴ :!一I': ･

鴨杵 久r,i( 同 内科)

山路 徹 (東京入学第三内科)

くり･')かかわりを検討Lた.

対象患者は重症妊娠性高血圧症16pf..本態帆t知h圧症

10乱 対照はiT･:常妊婦11Yz,非妊娠正常輸入16手工で;弘一ノ､

た.各群問の年令に差く･よなく,おおむれ 妊娠二il)-こけ週

で(')検討であー､た.

結Fjlとして.it=1-,･常妊婦は非妊娠より ET-1濃度は低

いこ上 妊娠性高血汗症群Lと高血圧合併妊娠群ではLl1-.常

経婦より有意をこET一息が高いことが明らかとなった.

また,妊娠性高血圧症評では高血圧合併妊娠群よりも澄

吊こイ】',酎こ高値であることが示された.

本研究会において.異常高値の liyrllを呈した HIIl.LI)

症候群LT)1例および高血圧合併結締に妊娠性高血圧症を

併発 した 1例も呈示した.

妊娠性高血圧症の発生や増悪因子として ET-1が深

く関与 していることが示唆された.


